
 
先日、エイズに関する意識調査を行いました。協会委員の方にはお忙しい中、

ご協力いただきありがとうございました。全項目の集計ができあがりましたので

公表したいと思います。尚、平成２１年に行われた調査との比較も後半に掲載し

ておりますのでご参照ください。 

[エイズに関する意識調査]   

１．年齢 

 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 合計 

人数 ３７ ３６ ６ ５ １ ８５ 

２．経験年数 

 １年未満 １～３年 ４～６年 ７～１０年 １０年以上 無回答 合計 

人数 １ ３０ ７ １３ ３３ １ ８５ 

３．職種 

 ＭＳＷ ＰＳＷ 支援相談員 その他 合計 

人数 ７６ ３ ５ ７ ８６ 

※重複あり ※その他：生活相談員（１）、ケアマネ（１） 

４．勤務先 

 一般病院 精神科病院 老健 その他 合計 

人数 ７４ １ ５ ７ ８７ 

※重複あり ※その他：回復期病院、療養型病院、グループホーム、特養、居宅 

５．あなたの所属は医療機関ですか？ 

 はい いいえ 合計 

件数 ７７ ８ ８５ 

６．エイズ拠点病院ですか？ 

 はい いいえ 未記入 合計 

件数 ３４ ４２ １ ７７ 

 

 

○以下「はい」がａ～ｈに回答 

ａ．何科で診療しますか 

 内科 呼吸器科 症状の診療科 血液内科 不明 未診療 未記入 合計 

件数 １６ ９ ９ １ ２ １ ５ ４３ 

ｂ．院内での受け入れのため、ケアに関する研修が行われていますか？ 

 はい いいえ 不明 未記入 合計 

件数 ７ ２５ １ １ ３４ 

ｃ．外来診療時や病棟にプライバシーを守れる場所が用意されていますか？また、用意することができますか？ 

 はい いいえ 不明 未記入 合計 

件数 ３０ ２ １ １ ３４ 

ｄ．院内にＨＩＶ医療チームが組織されていますか？ 

 はい いいえ 不明 未記入 合計 

件数 ３ ２６ ２ ３ ３４ 

ｅ．ＨＩＶ患者さんが個室に入院した場合の個室料はどうなりますか？ 

 負担あり 負担なし その他 不明 未記入 合計 

件数 １１ ５ ４ ６ ８ ３４ 

※その他 

・本人希望の場合は負担あり。治療上必要なら負担なし。   ・部屋の空き状況、病棟判断等。 

ｆ．ＭＳＷの部屋にはプライバシーを守れる面接室がありますか？ 

 はい いいえ 合計 

件数 ３２ ２ ３４ 

ｇ．ＭＳＷの部屋には直通の外線電話がありますか？ 

 はい いいえ 合計 

件数 ２８ ６ ３４ 

ｈ．病院にカウンセラーはいますか？ 

 はい いいえ 未記入 合計 

件数 １９ ８ ７ ３４ 
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ⅰ．あなたの所属されている医療機関は？ 

 一般 精神科 未記入 合計 

件数 ３１ １ ３ ３５ 

※重複１件 

７．これまでにＨＩＶ感染者・エイズ患者の方の相談や支援をしたことがありますか？ 

 はい いいえ 未記入 合計 

件数 １０ ６６ １ ７７ 

「はい」のうち 

 a b c d e f g h i j 合計 

件数 ４ １ １ ４ １ ５ １ １ ５ １ ２４ 

ａ：医療費公費負担申請 ｂ：生活保護の申請 ｃ：給付金制度（障害年金など）の申請  

ｄ：手続き時等にプライバシー保護徹底を図る心理的サポート ｅ：在宅療養の援助  

ｆ：他医療機関等への紹介や連携 ｇ：就労の不安、就職、勤務継続に関する相談  

ｈ：家族（パートナー）調整 ⅰ：他機関への紹介・連携 ｊ：その他 

８．ＨＩＶ感染者が来院された場合の対応について整備されていますか？ 

 はい いいえ 不明 未記入 合計 

件数 ９ ２２ ４１ ５ ７７ 

※「はい」の具体例 

・院内マニュアル、感染対策委員による対応、院内感染予防マニュアル 

９．今後ＨＩＶ感染者に関わることがありますか？ 

 はい いいえ 未記入 合計 

件数 ７３ ２ ２ ７７ 

※「はい」の理由 

・エイズ拠点病院のため、今後はわからない。医療機関に勤める以上可能性はある。 

・エイズ患者だとわからずに関わることもある。 

・患者数が増えているので関わる可能性がある。 

※「いいえ」の理由 

・現時点ではわからない。エイズ患者は大きな病院を受診する割合が多いから。 

 

１０．他機関から支援があれば、不安なく支援できますか？ 

 はい いいえ 未記入 合計 

件数 １１ ６５ １ ７７ 

※「いいえ」の理由 

・経験不足、知識不足、対応したことがないため、何に配慮してよいかわからない。 

○以下１１～１２、医療機関以外の機関の方が回答 

１１．所属機関はどれにあたりますか？ 

 老健 特養 居宅 ＧＨ 合計 

件数 ５ １ １ １ ８ 

１２．あなたの所属にＨＩＶ感染者及びエイズ患者に関する相談があることについて不安はありますか？ 

 はい いいえ 合計 

件数 ５ ３ ８ 

※「はい」の理由 

・満足してもらえる支援ができるか不安。さらに不安を抱かせてしまっては申し訳ない。 

・いままで受け入れたことがない。 

・知識不足のため、自身がないから。知識不足。 

・現状やどのような医療が提供されているかわからないから。 

○以下全回答者が回答 

１３．あなたがＨＩＶ感染者を支援すると想定して、どのような情報や研修が必要と考えますか？ 

 a b c d e f g 

件数 １２ ６０ １３ ３３ ４７ １６ １１ 

h i j k l m n o 

２２ ３２ ４ １２ ７ ６ １ ０ 

a：ＨＩＶ、エイズに関する歴史的、人権問題 b：ＨＩＶ医療の医学的基礎知識・最新情報 

c：医療体制の最新情報 d：ＨＩＶ医療機関の詳細情報 e：地域で支えるための社会資源の情報 

f：コーディネイトのための技法 g：ＨＩＶ感染者のカウンセリング ｈ：ＳＷ間の意見交換や情報交換 

i：ソーシャルワークの具体的事例から学べる研修、事例検討 ｊ：感染者・家族と顔を合わせて話がで

きる研修 k：ＨＩＶ医療チームとの多種間交流 ｌ：家族会・セルフヘルプグループとの交流  

m：公的機関との交流 n：機関紙、情報誌発行 o：その他 



◎エイズ委員会へのご意見・ご要望 

・ＨＩＶやエイズの関する医学的知識も必要ですが、去年の講演会のように同性愛者、当事者からの話を

聞き、セクシャリティや人権などについて考える機会があったら良いと思う。 

・エイズの問題はまだまだ広がっていくと思います。協会委員のみならず、多くの方々に正しい知識を持

ってもらえるよう今後の活動を期待している。 

・委員会運営大変です。拠点病院以外のＭＳＷが初期相談を受けるかもしれないという危機感と、知識が

ない、という自覚が広まると委員会活動も活発になると思います。それまでに地道に活動することが、協

会の中でも大変重要かと考える。がんばってください。 

・「エイズに関する手引き」をいただきたい。 

・いつも広報誌（通信）等にて参考にしている。なかなか都合がつかず研修会や勉強会には参加できず、

申し訳ない。 

・定期的に受講できる研修会があれば、情報も得やすくなるのではないでしょうか。 

【考察】 

・７の項目について。相談は公費の申請、心理的サポート、他機関への紹介が多い。自分の機関だけでは

なく、他医療機関の受け入れ体制や窓口等も知っておく必要がある結果となりました。 

・ｂ、ｄの項目について。この結果を見ると、受け入れの体制は整っていても、まだまだチームで関わっ

ている状況ではないのがわかります。 

・８の項目について。病院内での実際の対応については把握していない方が多いようです。 

・９の項目について・エイズへの対応について、かなり意識が高いことがわかりました。個人で勉強する

には限界があるため、エイズ委員会で研修の企画や広報誌を通して情報提供できるようにしていきたいと

思います。 

・１３の項目について。医学的知識・最新情報、ＨＩＶ医療機関の詳細、社会資源の項目が多くありまし

た。医学的な情報提供ができるように検討していきたいと思います。 

・ＨＩＶとわからずにかかわるかもしれないとの意見がありました。異性間の感染は気付かないことが多

く、感染がわからずに小さな病院を受診する可能性もあり、エイズとは関係ないことでＭＳＷと関わる可

能性もあります。どのような状況でも柔軟に対応できるように準備をしていく必要があると思います。 

【平成２１年度との比較】 

前回平成２１年に同様の内容でアンケートを実施しました。いくつかの項目で前回と比較して考察して

みました。（比較するために％で表記してあります。） 

 

◎７．これまでにＨＩＶ感染者・エイズ患者の方の相談や支援をしたことがありますか？ 

 はい いいえ 未記入 

平成２１年度 １２％ ８８％ ０％ 

平成２７年度 １３％ ８５．７％ １．３％ 

前回と大きな変化はありません。 

◎９．今後ＨＩＶ感染者に関わることがありますか？ 

 はい いいえ 未記入 

平成２１年度 ９０％ ７％ ３％ 

平成２７年度 ９４．８％ ２．６％ ２．６％ 

前回と比べて関わることがあると答える方が少し増えています。 

◎１０．他機関から支援があれば、不安なく支援できますか？ 

 はい いいえ 未記入 

平成２１年度 ９％ ８７％ ０％ 

平成２７年度 １４．３％ ８４．４％ １．３％ 

前回と比べて不安なく対応できると答える方が少し増えています。 

◎１２．あなたの所属に HIVの感染者及びエイズ患者に関する相談依頼があることについて、不安はあり

ますか？ 

 はい いいえ 

平成２１年度 ８８％ １２％ 

平成２７年度 ６２．５％ ３７．５％ 

前回と比べて不安があると答える方が大幅に減っていました。 

 前回と比較すると実際に相談を受けている割合は変わりませんが、対応することに対し不安に思ってい

る方が減っており、今後関わっていく必要性があると思う方が増えています。この結果やご意見等を見る

と、今まではどう対応していいかわからない病気という認識から、ＭＳＷが支援する患者という認識に変

わりつつあるのではないでしょうか。 

慢性疾患という認識が普及してきており、ニュースでも様々なエイズの話題が取り上げられるようにな

りました。皆さんの目に留まる機会が多くなっており、一般の方もより身近な問題としての認識が高まっ

ていると思います。エイズ委員会としては通信の発行や研修会を通し、より専門性の高い情報を協会員に

発信し、不安なく対応できるが１００％を達成できるように今後も精力的に活動していきたいと思います。 


